


































































































































































































はない (Holmbecket al， 1995)。しかし80年代頃









統制 (parentalcontrol) と親の支援 (parental
support) という 2つの概念軸によって整理されて
きた (Maccobyand Martin， 1983: Peterson and 














つに分ける (Holmbecket al， 1995) 0 
1つめは、厳格的統制である。これは、子ども
の行動に対する比較的厳しいしつけのあり方を意







(Holmbeck et al、1995: Peterson and Rollins， 
1987 ; Maccobyand Martin， 1983)。説得的統制と
は、子どもの他者に対する関心や成長欲求を刺激
することによって、親自身の主張を子どもに説明




































































































































































































17Iトく 1 2 3 4 5 6 7 共通性
子どものマナー をよくするためにいつも厳しくしかっている .574 ー.070 .069 .039 .032 .059 .121 .360 
つい子どものすることに口出しLている .670 ヘ021ー.007 .169 -.098 一.167 .133 .533 
子どもがいうことをきくまで、同じことを言っている .767 ー.055ー.062 .034 ー.122ー.054 .113 .627 
子どもに対しては、何かにつけてがみがみいっている .769 ー.260ー.114 .038 ー.057-.188 .081 .719 
子どもにはいつも優しく接している ー.203 .624 .063 .081 .150 .102 .008 .475 
子どもとはすごく仲がいい ー.082 .828 .067 .116 .127 .032 ー.032 .729 
子どもとー 緒にいると楽しい ー.096 .816 .049 .110 .091 .076 ー.032 .704 
子どもをいつも励ましている .012 .433 .171 .137 .273 .058 .154 .337 
子どもに「どうして ?JC言われたとき、きちんとその理由(わ吋)を説明している ー.116 .219 .467 .067 .312 .067 .251 .449 
子どもをしかる時、いつも自分の考えを告げた上で注意している .032 .087 .808 .080 .057 .132 .102 .698 
子どもにものをいう時i士、その理由や自分の考えをよく説明している .045 .050 .732 .150 .215 .041 .068 .616 
子どもの学校での生活についてよく尋ねている .123 .138 .086 .810 .109 一.015 .206 .812 
子どもの友人についてよく尋ねている .125 .141 .092 .826 .069 .028 .104 .812 
子どもの表情や振る舞いをよく観察している .094 .215 .315 .447 .181 .056 .143 .578 
子どもに、自分のことは自分で決めさせている ー.141 .149 .163 .023 .427 .208 ヘ106 .695 
子どものする話をいつも聞いている .036 .292 .243 .270 .473 .043 .044 .575 
子どもと意見が貴い違うとき、子どもの意見にいつも耳を額けている ー.170 .304 .211 .143 .597 .174 ー.003 .638 
子どもには、「これは」と思うことだけ注意している ー.380 .125 .104 .050 .225 .526 ヘ049 .685 
子どもには、生きるうえで必要と思うことを特にしつけている .219 .060 .352 .082 .206 .399 ー.039 .672 
細かいことに口出ししない形で、子どもをしつけている ー.424 .163 .104 一.045 .118 .589 ヘ124 .6941 
「勉強しなさいJとよく言っている .510 ー.043 .013 .147 ー.114ー.108 .426 
子どもに勉強を教えている .169 ー.000 .134 .097 .027 ー.066 .461 .700 
子どもにテストの結果をいつも報告させている .272 .032 .106 .215 ー.035 .017 .559 .597 
固有値 5.319 4.082 1.779 1.247 1.118 .948 869 
寄与率 23.126 17.748 7.735 5.421 4.862 4.096 3.777 
累積寄与率 40.874 48.609 54.030 58.892 62.989 66.766 
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表3 養育行動各次元の記述統計・相関係数・信頼性係数a
平均値 レン 1 2 3 4 5 6 信頼性
(標準偏差) ン 係数
1.厳格的統制 10. 7H2. 49) 4-16 .808 
2.情緒的サポー ト 12. ~ 6 (2.1) 4・16 司.26* . 801
3.説得的統制 9.78 (1. 61) 3-12 -.13宇 .296* .156 
4.モニタリング 9. 86 (1. 68) 3-12 . 168林 .325* .31* .192 
5.民主的育成 9. ~4 (1. 46) 3-12 -.24m .412*事 .462* .30* .651 
6.堅持的統制 8. 36 (1. 72) 3-12 -.362*事 .30m .36* .16* .451* .m 























厳格的統制 情緒的サポー ト 説得的統制 モニタリング
母親の年齢カテゴリー
39歳以下(166-68) 11.04 12.52 9.81 9.93 
40-49歳以下(275ー 79) 10.63 12.56 9目76 9.85 
50歳以上(76-78) 10.25 12.75 9.71 9.73 
F 2.71 .31 .1 .34 
民主的育成 堅持的統制 勉学への関与
母親の年齢カテゴリー
39歳以下(166-68) 9.66 8.43 8.42 
40-49歳以下(276-79) 9.50 8.27 8.25 
50歳以上(76-78) 9.50 8.58 7.55 
F 目65 1.08 4.02* 
すp<.05


















































子どもの人数 1人(75一78) 10.32 12.89 9.81 
2人(329-40) 10.80 12.57 9.81 
3人以上(108-10) 10.77 12.31 9.66 
F 1.11 1.69 .37 
民主的育成 堅持的統制 勉学への関与
子どもの人数 1人(76-77) 9.64 8.57 8.04 
2人(338-40) 9.54 8.33 8.28 
3人以上(109-10) 9.49 8.28 8.15 






























厳格的統制 情緒的サポート 説得的統制 モニタリング
自分の親 同居(40-41) 11.05 12.78 9.63 9.83 
近属(46・47) 10.41 13.09 9.74 9.87 
それ以外(396・400) 10.79 12.49 9.76 9.86 
F .75 1.91 12 .01 
民主的育成 堅持的統制 勉学への関与
自分の親 同居(40・41) 9.70 8.12 8.52 
近居(47) 9.85 8.04 8.30 
それ以外(398-400) 9.48 8.41 8.22 























12.40 9.87 9.67 
12.62 9目77 10.16 
12.57 9.80 9.87 















































































































































野の 1つといえよう O その結果、 1995年には4冊に
わけたハンドブックが発刊された (Bornstein，
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Examining the Scale Dimensions of Parenting Behaviors: 
The Relation of Parenting Behaviors and Demographic Factors， Family Structure 
Kei Suemorず
*Graduate Student， Tokyo Metropolitan University 
Compr，訪問siveUγbαn Studies， No.73， 2000， pp.135-147 
The first p凹poseof this study is to identiちTand examine the scale dimension of parenting 
behaviors on early adolescent. The second purpose is to examine the variation of parenting behav-
iors by basic demographic factors and family structure variables. This study examines reported 
parenting behaviors in 514 mothers who is rearing early adolescence. 
Based on the relevant discussions in United-states， we constructed seven dimension of parent-
ing behaviors on early adolescence : coercive control， emotional support， induction， monitoring， 
democratic re町泊g，firm control， involvement in school achievement. Factor analysis were con-
ducted on mother's responses to parenting behaviors items， seven dimension were confirmed sta-
tisticaly. At preliminary analysis， basic demographic factors and far凶lystructure didn't relate sev-
eral parenting behaviors except involvement in school achievement. This results suggest that掛 so-
ciations between these factors and parenting behaviors is not simple as have been generally 
thought. 
